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接

触

文

化

と

非

接

触

文

化

1

・プ

ロ

ク

セ
ミ
ッ

ク

ス
に
よ

る
文

化

の

二
分
法

の
実

証
的

研
究
1

目

次

仮
説

研
究

の
方
法

結
果

分
析一

、
自
然
要
因

二
、
社
会
的
要
因

三
、
個
人
的
要
因

結
論

引
用
文
献
及
び
参
考
文
献

別
表表

-

一

被

調
査
社
会

表
ー

二

各
変
数

の
名
称

表
ー

三

各
変
数

の
項
目

の
名
称

表
i
四

ク

ロ
ス
タ
ビ

ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
及
び

カ
イ
ニ
乗
検
定

付
録

V
O1
か
ら

V
27
ま
で
の
全

デ
ー
タ

今
日
動
物
行
動
学
の
分
野
に
お

い
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
動
物
の
社
会
行

動
の
重
要
な
特
徴
の

一
つ
に

テ
リ
ト
リ
ア
リ
テ
ィ

(な
わ
ば
り
行
動
)

が

あ

る
。
テ
リ
ト
リ
ア
リ
テ
ィ
と
は
動
物
が
摂
食
や
再
生
産
の
際

に
見
せ
る
他
個
体

と
の
問
の
空
間
的
関
係
を
示
す
行

動
で
あ
み
が
、
と
り
わ
け
鳥
、
爬
虫
類
、
哺

乳
類
な
ど
の
脊
椎
動
物
の
テ
リ
ト
リ
ア
リ
テ
ィ
は
よ
く
知
ら
れ
、
研
究
が
進
ん

で
い
る
。
し
か
し
ま
た
プ
ラ
ナ
リ
ア
な
ど
下
等
動
物
も
粗
雑
な
が
ら
テ
リ
ト
リ

i
行
動
を
示
す
と
い
う
報
告
が
あ
る
。

脊
椎
動
物
の
テ
リ
ト
リ
ア
リ
テ
ィ
の
研
究
者
の

一
人

へ
…
デ
ィ
ガ
ー
は
同
種

の
個
体
聞
の
相
互
行
為
を
調

べ
、
脊
椎
動
物
を
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
分

類
法
を
発
表
し
た

(
一
九
五
五
年
66
頁
)
。

第

一
の
グ
ル
ー
プ
は

「接
触
」
動

物
と
呼
ば
れ
、
猪
や
ふ
く
ろ
う
、
海
亀
、
そ
し
て
多
く
の
霊
長
類
が
こ
れ
に
属

す
る
。
こ
れ
ら
の
動
物
は
で
き
る
だ
け
同
種
の
他
の
個
体
と
の
接
触
が
で
き
る

よ
う
に
も
の
ご
と
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
。
こ
れ
と
は
逆
に

「
非
接
触
」
動
物
と
呼

ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
は
で
き
る
だ
け
他
の
同
種
の
個
体

(時
に
は
異

種

の
個

体

も
)
と
接
触
を
避
け
よ
う
と
す
る
動
物
の
集
ま
り
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に

は
猫
、

フ
ラ
ミ
ン
ゴ
、
鳩
、
鴫
や
多
く
の
反
芻
動
物
が
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た

行
動
が
な
ぜ
起
る
の
か
に
つ
い
て
明
確
な
理
由
は
ま
だ
見
つ
か

っ
て

い
な

い

が
、
人
類
学
者
エ
ド
ワ
ー
ド

・
ホ
ー
ル
は
そ
の
動
物
の
社
会
組
織
の
あ
り
方
や

環
境

の
利
用
の
仕
方
と
こ
の
種
の
行
動
と
の
間
に
相
関
関
係
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
示
唆
し
て
い
る

(
一
九
六
六
年
13
頁
)
。

彼
は
ま
た
非
接
触
動
物
の
方

が
人
口
密
集
の
た
め
に
生
み
出
さ
れ
る
ス
ト
レ
ス
に
弱
い
の
で
は
な
い
か
、
と

推
測
し
て
い
る
。
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対
面
的
状
況
下
で
の
人
間
の
空
間
的
行
動
を
扱
う
プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
ス
の
研

究
者
達
は
こ
う
い
っ
た
動
物
の
研
究
か
ら
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
、
人
間
の
諸
民
族

も
ま
た
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
ー

す
な
わ
ち

「
接
触
」
文
化
と

「
非
接
触
」
文
化

ー

に
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
を
展
開
し
、
実
際
統
計
的
に

見

て

ニ
グ

ル
ー

プ
間

の
行

動

に
有

意

な
差

の

あ

る

こ

と

を
示

し

て

い

る

(
ワ
ト

ソ

ン
と

グ

レ
!

ヴ

ス
、

一
九

六
六

年

)
。

「
接

触

文

化

の

メ

ン

バ

ー

は
非

接

触

文

化

の

メ

ン
バ

ー

に
比

べ
、

よ
り

直

接

的

に
相

対
峙

し

、

よ

り

近

い
距

離

で
交

渉

し

、

よ

り

頻

繁

に

相

手

を

触

り
、

よ

り
直

接

的

に
相

手

の
目

を

見

つ
め

、

よ

り
高

い
声

で
し

ゃ

べ
る

(
ワ

ト

ソ

ン
、

一
九

七

四

年

跚

頁
)
。
」

実

際

の

と

こ

ろ

プ

ロ

ク

セ

ミ

ッ

ク
行

動

全

体

の

パ

タ

ー

ン
は
各

文

化

に

よ

っ

て
す

べ

て
異

な
り

、

こ
う

い

っ
た

二
分

法

は
単

純

に
過

ぎ

る

と

こ

ろ

が

あ

る
。

例

え

ば

A
と

い
う

文

化

の

メ

ン
バ

ー

は

B
文

化

の

メ

ン

バ
ー

よ
り

も

よ

り
頻

繁

に
触

り

合

う

が

、

目

を

見

つ
め

合

う

の

は
A

よ
り

B

の
方

が

多

い
、

と

い
う

こ

と

も

十

分

あ

り

得

る

。

そ

こ
で

こ

こ
で

は

プ

ロ
ク

セ

ミ

ッ

ク
行

動

を

要

素

間

で

矛
盾

す

る

こ
と

の

少

な

い

「
タ

ッ

チ

(身

体

的
接

触

)
」
、

「
か
ら

だ

の
向

き

」
、

「
運

動

要

因

」

と

い
う

三
要

素

(
ワ
ト

ソ

ン
、

一
九

七

〇
年

、

ホ

ー

ル
、

一
九

六

六

年

を

参

照

)

に
絞

っ
て
考

え

る
。

そ
う

す

る

と

こ

の
接

触

文

化

、

非

接

触

文

化

の

二
分

法

が

は

っ
き

り

し

て
く

る
。

X
文

化

の

メ

ン
バ

ー
が

Y
文

化

の

メ

ン

バ

ー
よ

り

も

多

く

タ

ッ

チ
し

て

い
る

な

ら

、

お

そ

ら

く

彼

ら

は

よ

り

直

接

的

に
相

対
峙

す

る

だ

ろ

う

し

、
よ
り

近

い
位

置

に
相

手

と

の
距

離

を

と

る

だ

ろ
う

。

従

っ
て
本

文

申
私

が

プ

ロ
ク

セ

ミ

ッ

ク
行

動

と

言

う

時
、

そ

れ

は

プ

ロ
ク

セ

ミ

ッ

ク

ス
の
す

べ
て

の
要

素

で
な

く

こ

れ
ら

の
要

素

の

み
を

指

し

て

い

る

の

で

あ

る
。な

ぜ
こ
の
様
な
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
に
関
し
て
、

プ
ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
と
自
然
環
境
や
社
会
組
織
な
ど
他
の
要
素
と
の
関
連
性

を
取
り
扱

っ
た
議
論
も
そ
こ
こ
こ
に
散
見
で
き
る
が
、
そ
の
殆
ん
ど
は
主
に
逸

話
的
な
で
き
ご
と
や
個
人
の
印
象
と
い
っ
た
も
の
で
、
か
な
り
納
得
の
行
く
も

の
も
あ
る
が
実
証
性
に
欠
け
る
も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
調
査
は
そ

の
実
証
を
目
標
と
し
、
次
の
様
な
手
順
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ω

接
触
文
化
と
非
接
触
文
化
の
両
方
の
物
理
的
環
境
や
社
会
組
織
、
個
人

的
特
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
集
め
る
。

②

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
ニ
グ
ル
ー
プ
間
で
比
較
す
る
。

圖

ど
の
要
素
が
ど
の
程
度
プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
と
相
関
し
て
い
る
か
を

調
べ
る
。

㈲

相
関
の
パ
タ
ー
ン
を
分
析
す
る
。

仮

説

筆

者

自

身

の
観

察

に
加

え

て

テ

リ

ト

リ

ア

リ

テ

ィ
や

プ

ロ
ク

セ

ミ

ッ

ク

ス
を

扱

う

多

く

の
研

究

(
バ

ー
ド

ウ

ィ

ッ

ス

ル
、

一
九

七

〇
年

、

ヒ

ュ
ー
ズ
、

一
九

五

七
年

、

ワ
ト

ソ

ン

一
九

六

八
年

、

一
九

七

〇
年

、

一
九

七
四

年

、

ソ

マ

ー
、

一
九

六

九

年

、

一
九

七

四

年

、

ホ
ー

ル
、

一
九

五
五

年

、

一
九

五
九

年

、

一
九

六

八

年

、

一
九

七

四

年

、

一
九

七

六

年

、

ハ

ン
デ

ル

マ

ン
、

一
九

七

五

年

、

ゴ

フ

マ
ン

一
九

六

七

年

、

ロ
ー

マ
ッ

ク

ス
、

一
九

七

五

年

)

を

基

礎

に
し

て

次

の

様

な
飯

説

が

で

き

あ

が

っ
た
。
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「
あ
る
文
化
に
お
け
る
プ

ロ
ク

セ
ミ
ッ
ク
行
動
の
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
文
化

の
自
然

(地
理
的
)、
社
会
的
、

個
人
的
要
素
と
の
間

に
は
色
々
な

程
度

の

相
関
関
係
が
あ
る
。」

研
究
の
方
法

今

回

の

調
査

対
象

と

な

る
社

会

を

選

び

出

す

に
あ

た

っ
て
、

先

ず

接

触

文
化

と

非

接
触

文
化

の

サ

ン
プ

ル
数

の
極

端

な

ア

ン
バ

ラ

ン

ス
が

避

け

ら

れ
た

。

接

触

文

化

と

し

て
よ

く

知

ら

れ

て

い
る

社

会

は

ア

ラ

ブ

(
中

近

東

)
、

ラ

テ

ン

.

ア

メ

リ

カ
、

南

ヨ

ー

ロ
ッ

パ
及

び

南

ア

ジ

ア

の
諸

社

会

、

逆

に
北

ヨ
ー

ロ
ッ

パ

人

、

東

及

び
東

南

ア

ジ

ア
人

、

北

ア

メ

リ

カ
人

は
非

接

触

文

化

に
属

す

る

(
ホ

ー

ル
、

一
九
六

六

年

、

ワ
ト

ソ

ン
、

一
九

七

〇

年
)
。

サ

ハ
ラ
以

南

の

ア

フ
リ

カ
人

、

オ

セ

ア

ニ
ア
人

、

北

米

イ

ン
デ

ィ
ア

ン
に

つ
い

て

は

デ

ー

タ
不

足

の

た

め
今

回

の
調

査

対

象

か

ら
除

外

し

た

。
加

え

て

中
部

ヨ

ー

ロ
ッ

パ

や

南

ア

ジ

ア
東

部

な

ど

の

「
境

界

」

地
域

も

は

ず

し

た

。

そ

こ
で

残

っ
た

地

域

の

申

の

国
幻
》
局

(一肖
信
ヨ
O
】P
園
O
一勉
け一〇
口
q陰

》
『
⑦
9

聞
凶一Φ
)

に

あ

る

す

べ
て

の
社
会

か

ら

ラ

ン
ダ

ム
に
六

十

文

化

を

最

初

に
選

び

出

し

た
。

こ

の
六

十

の
社

会

の
う

ち

三

十

六

が

接

触

、

二
十

四

が

非

接

触

文

化

で
あ

っ
た
。

次

に

こ

の

二

つ
の

グ

ル
ー

プ

か
ら

再

び

ラ

ン
ダ

ム
に
半

数

ず

つ

(合

計

三
十

)

が

選

ば

れ

た
。

最

後

に
隣

接

地

域

や
重

複

地

域

を

避

け

る

た

め

に
、

そ

し

て

ニ

グ

ル
ー

プ
間

の

ア

ン
バ

ラ

ン

ス
を

是

正

す

る

た

め

に
、

意

図

的

に

い
く

つ
か

の
社

会

が
捨

て

ら

れ

た
。

し

か

し
実

際

は
、

多

く

の
隣

接

地
域

が
最

初

の
段

階

で

ラ

ン
ダ

ム
に

選

ば

れ

て

い

た

た

め

に
す

べ
て

の

そ

う

い

っ
た

地
域

が
除

外

さ

れ

た

訳

で

は

な

い

(
例

中

国

北

部

と

中

国

中

部

)
。

こ
の
様

に

し

て

選

び

出

さ

れ

た

社

会

が

表

-

一
漫
鍛
(
卩)

に
示

さ

れ

た

二
十

五

の

ケ

ー

ス

で
あ

る

。

こ

れ
ら

二
十

五

社

会

の
う

ち
次

に
番

号

で
示

し

た

も

の

が

非

接

触

グ

ル

ー
プ

に

属

す

る

も

の

で
あ

る
。

(Oじ
、
(§
、

(O『)、

富

、

§

、

竃

、

ρ
S
、

含
9
、

豊

、

廛

、

留

。

こ

れ
ら

を

除

い

た
後

の
十

四
文

化

が
接

触

グ

ル

ー
プ

を

構
成

し

て

い
る

。

殆

ん

ど

の

デ

ー

タ
は

パ

ー
デ

ュ
i
大

学

(
米

国

イ

ン
デ

ィ

ア

ナ
州

ウ

ェ

ス
ト

・
ラ

フ

ィ

エ
ッ

ト
)

に
収

め

ら

れ

て

い
る

国
閖
》
団

に
よ

っ
た

が
他

に

い
く

つ

か
補

足

用

に
使

用

し

た
資

料

も

あ

る
。

欠

落

デ

ー
タ

(巨

ω
ω
言
oq

〈
巴
偉
Φ
)

は

殆

ん

ど

の
変

数

に
お

い

て

二
、

三
個

に
抑

え
る

こ

と

が

で
き

た
。

こ

れ
ら

は
計

算

か
ら

は
ず

し

て
あ

る
。

本

調

査

に
用

い
ら

れ

た
変

数

は

二
十

七
個

で
、

そ

の
名

称

は
表

ー

二
鬯
魁
(=
)

・に
示

す

通

り

で
あ

る
。

V
O1
か
ら
順
に
各
名
称
の
表
わ
す
意
味
を
次
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。

V
O1

対
象
と
な

っ
た
社
会
の
名
前

V
O2

接
触
、
非
接
触
社
会
の
区
別

V
O3

地
形

V
O4

湿
度

V
O5

気
温

V
O6

人
口
密
度

V
O7

人
口
増
加
率

V
O8

民
族
構
成

V
O9

言
語
構
成

V
10

戦
争

に
対
す
る
態
度
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移
民
の
割
合

暴
動
、
内
乱
の
頻
度

家
族
構
成

一
世
帯
あ
た
り
の
構
成
人
員
数

住
宅
事
情

街
路
様
式

政
治
の
中
央
集
権
度

出
自
体
系

基
本
的
生
計
活
動

時
間
の
扱
い
方
、
考
え
方

生
活
の
中
で
意
識
さ
れ
る
時
間
の
単
位

日
常
生
活
で
よ
く
見
ら
れ
る
坐
り
方

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強

弱

協
調
性

個
人
の
心
理
的
性
向

結
婚
後
の
居
住
形
態

女
性
の
婚
前
交
渉
に
対
す
る
許
容
度

こ

れ

ら

の
変

数

の

う

ち

V

O3

か

ら

V

O5

ま

で

は
自

然

(
地

理

的
)

要

因

、

V

O6

か

ら

V

19

ま

で

と

V

26
、

V

27

は
社

会

的

要

因

、

V

20

か
ら

V

25

ま

で

は
個

人

的

要

因

だ

と
す

る

こ

と

が

で
き

る

だ
ろ

う

。

た

だ
各

カ

テ

ゴ

リ

i
間

の
境

界

は
必

ず

し

も

明

快

な

も

の

で
は

な

い

が
。

表

ー

三

豊
嬲
(ε

は

各

変

数

内

の
項

月
[
(
〈
巴
信
Φ
ω
)

の
名

称

で

あ

る

。

各

項

目

の
分

類

基

準

を
次

に
記

し

て

み

よ
う

。

但

し
明

白

な

も

の

は
除

く
。

V
O3

七
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
土
地
が
山
地
か
平
地
か

V
O5

温
帯
か
そ
れ
以
外
か

V
O6

一
平
方

マ
イ
ル

(約
二

・
六
平
方
キ
ロ
)
に
つ
き
百
人

V
O7

年
十
パ
ー
セ
ン
ト

V
O8

少
数
民
族
が
全
体
の
十
パ
ー
セ
ン
ト

V
O9

単

一
言
語
使
用
か
否
か

V
lo

好
戦
的
か
穏
健
か

V
11

移
民
の
割
合
が
二
+
パ
ー
セ
ン
ト

V
12

年
に

一
回

V
13

拡
大
家
族

(三
世
帯
同
居
)
か
否
か

V
15

住
宅
問
題
が
顕
在
し
て
い
る
か

.
V
16

格
子
状
街
路
が
主
か
放
射
状
街
路
が
主
か

V
17

中
央
集
権
体
制
か
否
か

V
21

時
間
の
単
位
か
日
の
単
位
か

V
27

婚
前
交
渉
が
構
造
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か

二
十

七
変

数

の
う

ち

V

10
、

V

20
、

V

23
、

V

24
、

V

25

は

イ

デ

オ

ロ
ジ

カ

ル
な

も

の

で
明

確

な

分

類

基

準

は
な

い
。

従

っ
て
分

類

に
際

し

て

は

フ

ィ

ー

ル

ド

・
ワ

ー

カ

ー

の
記

述

に
頼

っ
た
。

「

こ

の
様

な
基

準

に

よ

っ
て
集

め

ら

れ

た

デ

ー

タ

(
付

録

蛍
巽

,
ε
参

照

)

に
基

き
、

次

に

V

O2

と
他

の
各

変

数

(
V

O1

と

V

14

は
除

く
)

と

の
相

関

関

係

が

カ

イ

ニ
乗

検

定

に

よ

っ
て
調

べ
ら

れ

た
。

V

14

に

つ
い

て

は

ニ
グ

ル
ー

プ
間

の
差

の
有

無

を

見

る

た
め

T
ー

テ

ス
ト
を

行

な

っ
た
。
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結

果

表

i

四
麹
輿

剛・
)～
(.
一)
に
示

さ

れ

た

の

が

V

O2

と
各

変

数

と

の
間

の

ク

ロ

ス
タ

ビ

ュ
レ

ー

シ

ョ
ン
の
結

果

で

あ

る
。

左

側

は
各

マ

ト

リ

ッ

ク

ス
に
属

す

る
社

会

の
数

、

右

側

は

上

か

ら

ヵ
イ

ニ
乗

値

、

(
自

由

度

)
、

有

意

水
準

で

あ

る
。

V

14

の

T
ー

テ

ス

ト
の
結

果

は

ニ

グ

ル

ー
プ

問

に
世

帯

構

成

員
数

の
有

意

差

が

な

い

こ

と

を

示

し

て

い
た
。

こ
れ

に
対

し

ク

ロ
ス

タ
ビ

ュ
ー

レ

ー

シ

ョ
ン
は

、

プ

ロ

ク

セ

ミ

ッ

ク
行
動

(
V

O2
)

と
多

く

の
変

数

と

の

問

に
有

意

な
相

関
関

係

が

あ

る

こ
と

を

明

ら

か

に
し

て

い
る

。

分

析

一
、
自
然
要
因

得
ら
れ
た
結
果
か
ら
見
る
と
自
然
要
因
は
あ
る
程
度
プ
ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動

に
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
気
温
と
こ
の
行
動
と
の
間
に
相
関
は

殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い

(有
意
水
準
○

・
一
九
〇
四
)。

こ
の

一
つ
の
原
因
は

ほ

と
ん
ど
の
社
会
が

一
方
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入

っ
た
こ
と
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な

い
が
、
実
際
接
触
グ
ル
ー
プ
も
非
接
触
グ
ル
ー
プ
も
同
じ
様
に
温
帯
以
外
に
属

し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
従

っ
て
気
温
の
こ
の
行
動

へ
の
影
響
は
ほ
ぼ
無
い
と

言

っ
て
差
し
支
え
な
い
。

気
温
と
は
反
対
に
湿
度
と
プ
ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
の
間
に
は
強
い
相
関
が
あ

る

(有
意
水
準
○

・
O
O
二
三
)。
特
に

乾
季
が
存
在
す
る
こ
と
と
接
触

グ
ル

ー
プ
に
は
は

っ
き
り
と
し
た
つ
な
が
り
が
見
ら
れ
る
。
も

っ
と
も
彼
ら
が
こ
う

い
っ
た
気
候
を
好
ん
で
移
り
住
ん
で
き
た
の
か
そ
れ
と
も
こ
の
種
の
気
候
が
彼

ら
の

「接
触
」
行
動
を
育
く
ん
で
き
た
の
か
は
分
ら
な
い
。
他
の
相
関
関
係
に

つ
い
て
も
同
様
だ
が
、
因
果
関
係
の
矢
印
の
方
向
は
こ
れ
だ
け
の
こ
と
か
ら
は

判
断
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
少
な
く
と
も
こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は

プ
ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
は
気
温
よ
り
も
湿
度
の
方
と
結
び

つ
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
タ
ッ
チ
に
限

っ
て
言
え
ば
v
肌

(特
に
手
)
が
乾
い
て
い
る
こ

と
が
人
に
こ
の
種
の
行
動
を
容
易
に
す
る
、
或
い
は
駆
り
立
て
る
の
で
は
な
い

か
と
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
他
の
色

々
な
要
因
が
こ
の
行
動
と
関
連
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
も
の
ご
と
は
そ
ん
な
に
単
純
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
。

地
形
と
の
相
関
は
湿
度
の
場
合
ほ
ど
明
白
で
は
な
い

(有
意
水
準
○

・
一
〇

〇
七
)
。
し
か
し
そ
こ
に
は
接
触
グ
ル
ー
プ
は
山
地
に
、
非
接
触
グ
ル
!
プ
は

平
地
に
住
む
と
い
う
傾
向
が
わ
ず
か
な
が
ら
窺
え
る
。
こ
れ
も
想
像
だ
が
、
由

地
は
居
住
可
能
地
域
が
自
ず
と
限
ら
れ
て
お
り
対
面
的
相
互
行
為
が
起
り
や
す

く
、
反
対
に
平
地
で
は
相
互
行
為
の
質
、
量
が
下
り
非
接
触
的
に
な
り
や
す

い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
サ
ン
プ
ル
社
会
の
中
に
は
例
外
が
い
く

つ
か

あ
り
そ
の
上
地
形
に
関
し
て
マ
ー
ジ
ナ
ル
な

(山
地
中
心
で
も
平
地
中
心
で
も

な
い
)
社
会
が
多
く
あ
る
た
め
結
果
は
そ
う
す
っ
き
り
と
し
て
い
る
訳
で
は
な

い
。三

種
の
環
境
要
因
を
ひ
っ
く
る
め
て
捉
え
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
を
独

立
し
て
プ
ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
に
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
考
え
る
の
は
早

計
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
こ
の
三
要
因
の
考
え
ら
れ
る
可
能
な
組
合
せ
が
十

二

通
り

(
三
×
二
×
二
)
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
殊
な
関
係
を
プ
ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
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行
動
と
の
間
に
持

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
現
在
は
サ
ン
プ
ル
数
が
限
ら

れ
て
い
る
た
め
こ
れ
以
上
細
か
く
意
味
の
あ
る
分
析
を
す
る
の
は

無

理

で

あ

る
。
こ
う
い
っ
た
複
雑
さ
に
加
え
て
人
間
は
色

々
な
所
に
移
り
住
む
こ
と
が
で

き
、
実
際
そ
う
し
て
き
た
と
い
う
事
実
の
ゆ
え
に
あ
ま
り
に
単
純
な
自
然
環
境

要
因
と
行
動
と
の
因
果
関
係
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
は
現
状
で
は
ま
ず
あ

る
ま
い
。二

、
社
会
的
要
因

自
然
要
因
と
同
様
い
く
つ
か
の
社
会
的
要
因
も
ま
た
プ
ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動

の
パ
タ
ー
ン
と
の
間
に
相
関
関
係

を
示
し
て
い
る
。
最
初
に
人
口
要
因
が
こ
の

行
動
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
を
見
て
み
よ
う
。
人
口
密
度
と
プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ

ク
行
動
の
聞
に
相
関
関
係
が
な
い
こ
と
は
結
果

(表
-
四
の
㈲
(豊
饗
・)
)
を
見

れ
ば
ひ
と
目
で
分
る
が
、
こ
れ
は
非
常
に
興
味
深

い
こ
と
で
あ
る
。
普
通
、
入

口
密
度
が
高
い
ほ
ど

「接
触
」
行
動
は
増
加
し
て
い
く
の
が
当
然
、
と
思
い
が

ち
だ
が
実
際
の
と
こ
ろ
相
関
は
な

い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
間
の
量
と
相
互
行

為
の
量
が
必
ず
し
も
比
例
し
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
香
港

と
東
京
と
い
う
世
界
で
も
有
数
の
人
口
密
集
都
市
が
非
接
触
文
化
に
属
す
る
と

い
う
事
実
を
見
れ
ば
納
得
が
い
く
だ
ろ
う
。
筆
者
自
身
も
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
や

カ
ナ
ダ

・
ト
ロ
ン
ト
の
イ
タ
リ
ア
人
社
会
と
東
京
を
比
較
し
て
み
て
東
京
の
方

が
混
み
合

っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず

人
々
の
相
互
行
為
は
他
の
社
会
に
比

べ
て
ず

っ
と
少
な
い
と
い
う
印
象
を
持

っ
た
。
問
題
は
単
に

一
人
当
り
の
空
間
が
ど
の

く
ら
い
あ
る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
相
互
行
為
の
質
と
量
な
の
で
あ
る
。

つ
ま

り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
ち
不
必
要
な

(
と
感
じ
ら
れ
る
)
他
人
と
の
交
渉
を

避

け

る

こ

と

が

で

き

れ

ば
人

は
混

み
合

っ
た

中

で

も
非

接

触

者

と

し

て

い
ら

れ

る

の

で

あ

る

。

人

口
増

加

率

も

ま

た

プ

ロ

ク

セ

ミ

ッ

ク
行

動

と

の
間

に
殆

ん

ど
相

関

関

係

を

持

た
な

い

(
有

意

水

準

○

・

一
九

六

一
)
。

が

、

一
つ

の

明

ら

か
な

こ

と

は
殆

ん

ど

の
接

触

社

会

が

高

増

加

率

グ

ル
ー

プ

に
分

類

さ

れ

る

(
十

四

社
会

中

十

.一
)

と

い
う

こ
と

で
あ

る

。

人

口
増

加

率

と

は
単

な

る

統

計

的

事

実

に
過

ぎ

ず

、

そ

の
背

後

に
は

家

族

の
構

成

人

員

、

結

婚

年

齢

、

配

偶

者

数

、

婚

前

ま

た

婚

外

交

渉
、

中
絶

・
避

妊

に

対

す

る
考

え
方

や

対

処

の
仕
方

と

い

っ
た

多

く

の
現

象

が

潜

ん

で

い
る
。

こ

れ

ら

は

プ

ロ
ク

セ

ミ

ッ

ク
行

動

に

影
響

を

与

え
、

ま

た

与

え

ら

れ

て

い
る
訳

で

あ

り
、

我

々
は

こ

れ

ら
現

象

の

レ

ベ

ル
に

ま

で
進

ん

で

い

っ

て
初

め

て

「
接

触

」

グ

ル
ー

プ

と

「
高

」

増

加

率

の
関

係

を
明

ら

か

に
す

る

こ

と
が

で
き

る
。

こ

れ
ら

は
表

-

四

の
⑳

漣
輿

.
)、

⑫

(望
巽

く
)、

㈱
豊
輿

一.
)、
⑳

鬯
魁

(く
即)
の

マ
ト

屮

ッ

ク

ス

に
示

さ

れ

て

い

る
。

表

/

四

の
㈲

貍
鍛
(一く
)、

㈱

曽
鍛
(一・
)

に
よ

れ

ば

、

民

族

や

使

用

言

語

が

単

一
か

多
様

か

と

い

っ
た

こ
と

と

プ

ロ
ク

セ

ミ

ッ

ク
行

動

と

の
間

に
相

関

は

無

い

(有

意

水

準

は

そ

れ

ぞ

れ

○

・
七

七

五

〇

、

○

・
八

七

六

九
)
。

事

実

、

接

触

、
非

接

触

文

化

の
両

方

が
同

質

社

会

に

も
多

様

社

会

に

も
同

じ
様

に
見

ら

れ

る

。

プ

ロ
ク

セ

ミ

ッ
ク
行

動

と
社

会

の
戦

争

に
対

す

る
態

度

と

の
問

に

も
有

意

な

相

関

は
見

ら

れ

な

い

(
表

-

四

の

圈

鬯
輿

一.
))
。

暴

動

・
内

紛

の

場

含

も

同

様

で
あ

る

(
表

-

四

の
⑩

靉
輿

一・
))
。

こ
う

い

っ
た

全
体

的

な

社

会

と

し

て

の

戦

い
、

動

乱

の
扱

い
方

と
個

々
人

の
行

動

パ

タ

ー

ン
と

の
間

の

つ
な

が

り

は

な

い
。

つ
ま

り
、

社

会

が
好

戦

的

で

あ

る

と

か
暴

力

的

で

あ

る

と

か

と

い

っ
た

こ

と

を
諸

個

人

の
行

動

に
帰

す

る

こ

と

は

で

き

な

い
、

と

い
う

こ

と

が

こ

こ

か

ら
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分
る
の
で
あ
る
。

移
動
性
も
プ
ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク

・
パ
タ
ー
ン
と
の
間
に
相
関
関
係
は
な
い
。
移

動
性
の
高
い
民
族
ほ
ど
相
互
行
為
が
少
な
く
な
り
非
接
触
的
に
な
る
の
で
ば
な

い
か
、
と
い
う
期
待
通
り
の
結
果

は
出
ず
、
移
動
性
が
高
い
ほ
ど
非
接
触
的
に

な
る
の
で
も
な
け
れ
ば
逆
に
接
触
的

に
な
る
の
で
も
な
い
。
全
く
移
動
性
と
プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
は
無
関
係
で
あ
っ
た

(有
意
水
準

一
・
○
○
○
○
)
。
こ

の
結
果
か
ら

一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
社
会
の
中
の
移
民
の
割
合
が
高
く
て
も
そ

の
社
会
の
プ
ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動

の
パ
タ
ー
ン
は
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
個
人
の
行
動
パ
タ
ー
ン
は
自
然
や
社
会
の

環
境
に
左
右
さ
れ
や
す
い
も
の
で
あ

っ
て
、
生
ま
れ
つ
き
或
い
は
社
会
化
の
過

程
で
身
に
つ
け
た
行
動
パ
タ
ー
ン
が
環
境
が
変
わ
る
と

一
緒
に
変

わ

っ
て

い

く
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
は
移
民
の
仕
方
、

内
容
を
よ
り
詳
細
に
調
べ
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
。
接
触
者
が
非
接
触
文
化
に

移
住
し
て

(ま
た
は
非
接
触
者
が
接
触
文
化
に
移
住
し
て
)
彼
ら
の
行
動
が
ど

う
変
化
す
る
か
、
を
つ
ぶ
さ
に
観
察

し
て
い
か
な
け
れ
ば
解
け
な
い
問
題
で
あ

ろ
う
。

以
上
に
挙
げ
た
社
会
的
諸
要
因
と
異
な
り
、
家
族
構
成

(
V
13
)
は
接
触
/

非
接
触
の
二
分
法
に
大
い
に
関
係
が
あ
る
。
核
家
族

(夫
婦
と
そ
の
未
婚
の
子

供
よ
り
成
る
家
族
)
や
ジ

ョ
イ
ン
ト
家
族

(
キ
ョ
ウ
ダ
イ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
配
偶

者
及
び
子
供
が
構
成
す
る
家
族
)
な
ど
二
世
代
同
居
が

}
般
的
な
社
会
は
接
触

グ
ル
ー
プ
に
多
く
、
遂
に
非
接
触

グ
ル
ー
プ
の
殆
ん
ど
は
三
世
代
以
上
同
居
の

拡
大
家
族

(核
家
族
が
タ
テ
に
つ
な
が

っ
た
家
族
)
を
構
成
し
て
い
る
。
例
外

も
少
な
く
有
意
水
準
は
○

・
○
〇
七
五
と
い
う
高
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向

は
極
め
て
強
い
が
そ
の
理
由
は
と
な
る
と
は
っ
き
り
と
し
た
指
摘
は
難
し
い
。

推
察
す
る
に
こ
れ
は
子
供
の
養
育
の
仕
方
と
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

つ
ま
り
、
起
居
を
共
に
す
る
祖
父
母
が
い
る
家
庭
の
子
供
と
そ
う
で
な

い
子
供
に
行
動
パ
タ
ー
ン
の
差
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
具
体

的
に
言
う
と
祖
父
母
の
い
る
環
境
の
子
供
は
非
接
触
者
と
し
て
、
そ
う
で
な
い

子
供
は
接
触
者
と
し
て
育
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
仮
説
は

一
つ
の
文

化
の
中
で
も
検
証
で
き
る
こ
と
だ
が
筆
者
自
身
こ
の
種
の
検
証
は

し

て

お

ら

ず
、
ま
た
他
人
の
研
究
に
も
疎

い
た
め
こ
れ
は
仮
説
の
段
階
に
留

ま

っ
て

い

る
。V

O2
と
V
14

(
一
世
帯
の
構
成
人
員
数
)
の
関
係
に
つ
い
て
も
T
ー
テ
ス
ト

の
結
果
か
ら
見
る
限
り
相
関
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
人
口
密
度
の
と
こ
ろ
で

述

べ
た
と
同
じ
理
由
で
説
明
で
き
る
。
接
触
文
化
の
方
が
狭
い
空
間
を
有
す
る

と
は
必
ず
し
も
限
ら
な
い
の
は
、

一
人
当
り
何
平
方

メ
ー
ト
ル
と
い

っ
た
絶
対

的
な
尺
度
で
測

っ
た
空
間
が
決
定
要
因
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り

も
重
要
な
の
は
住
宅
の
供
給
問
題
(
V
15
)
は
で
あ
る
。
殆
ん
ど
の
接
触
社
会
が

住
宅
問
題
を
常
に
抱
え
て
い
る
の
に
対
し
、
非
接
触
文
化
の
住
宅
不
足
は
殆
ん

ど
現
わ
れ
て
こ
な
い
。
こ
れ
は
住
宅
問
題
が
財
政
的
問
題
だ
け
で
は
な
い
こ
と

を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
社
会
で
人
口
増
加
率

が
高

い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
他
に
行
動
要
因
な
ど
の
要
因
も
こ
の

問
題
に
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
プ
ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
ス
で
説

明

す

る

と
、
接
触
文
化
の
住
宅
問
題
の
多
さ
の
理
由
は
次
の
様
に
な
る
。
非
接
触
文
化

に
属
す
る
人

々
は
相
互
行
為
に
深
く
関
わ
り
合
う
こ
と
を
避
け
た
り
相
互
行
為

の
状
況
か
ら
身
を
引
く
こ
と
に
比
較
的
長
け
て
お
り
、
あ
る
程
度
家
が
混
み
合
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っ
て
い
て
も
住
宅
が
不
十
分
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
相
対
的
に
少
な
い
。
そ
れ
に

反
し
て
、
接
触
文
化
の
人
々
は
家

の
混
み
具
合
と
別
に
家
が
狭
い
、
住
宅
が
不

十
分
だ
と
考
え
が
ち
に
な
る
。
こ
σ
プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
の
遣
い
が
こ
う
い

っ
た
調
査
結
果
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
街
路
の
敷
か
れ
方

(都
市

計
画
)
に
つ
い
て
。
ア
メ
リ
カ
の
街
路
を
例

に
と
る
と
、

ア
メ
リ
カ
人
は
通
り

(
ス
ト
リ
ー
ト
)
と
い
う
も
の
は
普
通
直
交

し
て
お
り
、
街
の
中
の
距
離
は
ブ

ロ
ッ
ク
の
数
で
数
え
ら
れ
る
の
が
当
然
だ
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の

「
当
然
」
は
他
の
文
化

に
は
通
用
し
な
い
。
例
え

ば
ア
ラ
ン
ス
の
都
市
の
設
計
を
見

る
と
、
通
り
は
中
心
に
定
め
ら
れ
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
や
広
場
か
ら
放
射
状
に
伸

び
て
い
る
の
が
分
る
。
こ
れ
は
ホ
ー
ル
に
よ

っ
て
観
察
、
紹
介
さ
れ
て
い
る

(
一
九
六
九
年
)
。
彼
は
主
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

ア
メ
リ
カ
の
通
り
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
本
調
査
の
す
べ
て
の

社
会

に
当
て
は
め
て
み
る
と
街
路
の
パ
タ
ー
ン
が
プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
と
相

関
関
係
を
持

っ
て
い
る
と
分
る

(表
-
四
の
⑬
鬯
輿
、))
。
非
接
触
文
化
の
大
半

(六
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
)
が
い
わ
ゆ
る

ロ
ー
マ
格
子
型
の
街
路
を

持

っ
て

お

り
、
そ
れ
に
対
し
て
放
射
状
街
路

が
主
流
の
グ

ル
ー
プ
は
す
べ
て
接
触
文
化

に

属
し
て
い
る
。
全
体
的
に
見
て
も
プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
と
街
路
パ
タ
ー
ン
の

間
に
は
か
な
り
の
相
関
関
係

(有
意
水
準
○

・
〇

一
八
九
)
が
あ
る
。
格
子
状

街
路
と
放
射
状
街
路
は
そ
れ
ぞ
れ
離
社
会
的

(。・0
9
0
h轟

巴
)

な
要
素
と
集
社

会
的

(ω0
9
8
2
巴
)
な
要
素
で
あ

っ
て
、
集
社
会
的
要
素
は
人
々
を

ひ
き
つ

け
合
い
、
離
社
会
的
要
素
は
人

々
を
互

い
に
引
き
離
す
作
用
を
持

っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
様
に
少
し
注
意

し
て
見
る
と
接
触
社
会
に
は
集
社
会
的
要
素

が
、
非
接
触
社
会
に
は
離
社
会
的
要
素
が
多
く
観
察
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

構
造
主
義
的
に
見
れ
ば
、
街
路
構
成
の
背
後
に
あ
る
民
族
特
有

の
考

え
方

(①
冖げ
口
凶O
〈
一Φ≦
)
は
他
の
側
面
に
も
表
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

政
治
的
中

央
集
権
制
を
そ
の

一
つ
の
例

に
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
首
都

ワ

シ
ン
ト
ン
に
見
ら
れ
る
放
射
状
街
路

(も

っ
と
も
こ
こ
は
格
子
状
街
路
と
組
み

合
さ
れ
て
い
る
が
)
は
権
力

の
中
心
と
い
う
考
え
と
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り

そ
う
だ
が
、

こ
れ
は
表
-
四
の

個
豊
輿
・)、
す
な
わ
ち

プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動

と
中
央
集
権
制
と
の

相
関
関
係
に
実
証
さ
れ
て
い
る

(有
意
水
準

○

・
○
二

四

一
)
。
従

っ
て
理
由
は
ど
も
か
く
と
し
て
、

街
路
パ
タ
ー
ン
と

政
治
的
中
央

集
権
制
は
個
人
の
行
動

パ
タ
ー
ン
と
相
関
を
な
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。

接
触
行
動
と
出
自
体
系
の
関
係
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
分
る
こ
と
は
、
非
接
触
社

会
は
父
系
ま
た
は
母
系

の
単
系
出
自

(§
崖
P
o
巴
)

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
が
、
選
ば
れ
た
十
の
社
会
が
す
べ
て
単
系
出
自
グ
ル
ー
プ
に
入

っ
て
い
る

(表
-
四
の
⑮
浬
輿
・))。
接
触
社
会
は
単
系
双
系

(匿

簿
興
巴
)
の

両
方
に
ま
た
が

っ
て
お
り
、
有
意
水
準
は
○

・
〇
七
〇

一
と
十
分
高
い
と
は
言

え
な
い
の
で
こ
こ
で
は
プ
ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
と
出
自
体
系

一
般
の
相
関
よ
り

も
む
し
ろ
非
接
触
文
化

と
単
系
出
自
の
関
係
を
強
調
し
た
い
。
単
系
出
自
体
系

を
採
る
と
い
う
こ
と
は
出
自
集
団

(α
o
ω8
畧

鵯
o
ε

)

問
の
境
界
線
が
明
確

で
曖
昧
さ
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
双
系
出
自
の
社
会
で
は
逆
に
境
界
が

は

っ
き
り
と
固
定
し
な
い
。
こ
う
い
っ
た
社
会
で
は
相
互
行
為
の
量
と
種
類
が

狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
な
い
。
こ
の
た
め
非
接
触
社
会
が
双
系
出
自
集
団
と
な

る
可
能
性
が
低
く
な
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

表
ー
四
の
圃
邊
搬
(・)
は
プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
と
主
な
生
計
活
動
と
の

相
関
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で
あ
る
。
こ
こ
に
は
若
干
の
相
関

(有
意
水
準
○

・
=

八

一
)
が
あ
る
よ
う

に
見
え
る
が
こ
れ
は
偶
然
の
産
物

か
、
さ
も
な
け
れ
ば
他
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
働

い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

と
い
う
の
も
行
動
パ
タ
ー
ン
の
安
定
性
に
比

べ
て
生
計
活
動
は
か
な
り
流
動
的
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
流
動

的
な

フ
ァ
ク
タ
ー
は
調
査
か
ら
除
外
す
べ
き
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

結
婚
後
の
居
住
形
態

(V
26
)

と
行
動
パ
タ
ー
ン
と
の
問
に
も

相

関

は

な

い
。
こ
れ
か
ら
言
え
る
の
は
、
プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
に
と

っ
て
重
要
な
の
は

誰
と

一
緒

に
住
む
か
で
な
く
何
世

代
と
同
居
す
る
か

(V
13
)
の
様
で
あ
る
。

ま
た
V
O2
と
V
27

(婚
前
交
渉
に
関
す
る
変
数
)
の
ク
ロ
ス
タ
ビ

ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
結
果
か
ら
見
て
、
他
人
と
の
接
触

の
少
な
い
社
会

で
は
女
性
の
婚
前
交
渉

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ま
た
は
存

在
し
に
く
い
ら
し
い
と
言
う
こ
と

が

で

き

る
。
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
非
接
触
社
会
が
女
性
の
婚
前
交
渉

に
対
し
て
否

定
的
な
態
度
を
と

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
の
接
触
社
会

で
は
女
性
の
婚
前
交
渉
を
許
可
し
、
ま
た
そ
う
い
う
構
造
を
組
み

込

ん

で

い

る
。
有
意
水
準
は
○

・
〇
四

一
五
で
あ

っ
た
。

三
、

個

人

的

要

因

先

ず

時

間

と
空

間

の
関

係

を
探

っ
て

み

よ
う

。

多

く

の

ア

メ

リ

カ
人

は

ラ

テ

ン

・
ア

メ

リ

カ
や

ア

ラ

ブ

の
人

の

「
ル
ー

ズ

さ
」

に
驚

き
呆

れ
、

そ

し

て
腹

を

立

て

て

い
る

、

と

か

っ
て

ホ

ー

ル
は

指

摘

し

た

(
一
九
六

九
年

、

一
九
六

五

年

)
。

ア

メ

リ

カ
人

に

と

っ
て

(
そ

し

て

日

本

人

に
と

っ
て

も

)

彼

ら

は

決

し

て

時

間

を

守

ら

な

い
し

そ

れ

を

気

に
も

し

て

い
な

い
様

に
見

え

る
。

実

際

彼

ら

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

は
気
に
し
て
い
な
い
の
だ
。
日
本

(非
接
触
文
化
)
を
訪
れ
た
あ
る
エ
ジ
プ
ト

人

(接
触
文
化
)
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
最
初
に
驚
い
た
の
は
彼
が
乗
り
合
ぜ
た

飛
行
機
の
機
長
が
出
発
の
十
分
遅
延
を
謝

っ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
会
社
に
遅
刻

し
た
人
が
遅
れ
た
理
由
に
し
ろ
言
い
訳
に
し
ろ
何
か
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
知

っ
た
の
も
彼
に
と
っ
て
は
驚
き
だ

っ
た

(朝
日
新
聞

一
九
八

二
年
二
月

一
日
付
朝
刊
)。

ホ
ー
ル
の
も
う

一
つ
の
指
摘
は
我
々

(
ア
メ
リ
カ

人
に
し
ろ
日
本
人
に
し
ろ
)
は
仕
事
を
順
に

一
つ

一
つ
片
仕
け
て
い
く
の
が
常

だ
が
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
人
は
い
く

つ
か
の
仕
事
を
同
時
に
行
な
う
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
の
や
り
方
は
ポ
リ
ク
ロ
ニ
ッ
ク

(b
o甘
o訂
o
巳
o)
、
我
.

々
の
は
モ
ノ
ク
ロ
ニ
ッ
ク

(bPO口
OO
げ
同O
ロ
一〇
)
と
呼
ば
れ
、
こ
の
二
つ
の
時
間

の
扱
い
方
は
根
本
的
に
異
な

っ
て
い
る
。
ホ
ー
ル
が
記
し
た
次
の
様
な
驚
く
べ

き

(我
々
に
と

っ
て
)
逸
話
は
ア
ラ
ブ
人
と
我
々
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

(時
間
の

単
位
)
に
対
す
る
意
識
の
仕
方
、
考
え
方
が
い
か
に
違

っ
て
い
る
か
を
教
え
て

く
れ
る

(
一
九
五
九
年
、
第

一
章
)。

あ
る
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
男
が
自
分
の
兄
弟
を
何
年
も
か
か
っ
て
捜
し
続
け

て
い
る
。
毎
年
カ
ブ
ー
ル
の
街

に
は
兄
弟
を
捜
す
彼
の
姿
が
見
ら
れ
た
が
仲

々

見

つ
か

っ
た
様
子
が
な
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
彼
ら
は
落
ち
合
う
場
所
だ

け
を
決
め
て
時
間
を
決
め
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
話
が
示
す
様

に
彼
ら
の
時
間
感
覚
は
我
々
の
と
は
異
な
り
、
我
々
に
は

大
雑
把
に
見
え
る
。
我
々
が

誰
か
と

会
う

約
束
を
す
る
と

「
十
二
時
十
五
分

に
。」
と
か

「
九
時
二
十
分
に
会
お
う
。」
と
い
う
風
に
大
体
五
～
十
分
の
単
位

で
時
間
を
決
め
る
。
列
車

の
時
刻
表
や
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
時
に
よ

っ
て
は
そ
れ

よ
り
も
細
か
く
時
を
刻
む
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
そ
れ
ほ
ど
細
か
い
分

け
方
を
し
な
い
。
そ
う
や
っ
て
決
め
た
と
こ
ろ
で
守
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
し
、
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守
ら
れ
る
と
も
守
ろ
う
と
も
思

っ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
様
に
ど
の
時

間
単
位
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
か
は
丈
化
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
異

な

っ
て

い

る
。
時
問
の
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
接
触
文
化
と
非
接
触
文
化
の
相
違
を
調

べ

る
た
め
こ
こ
で
は
二
変
数

(V
20
と
V
21
)
が
用
い
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
変

数
と
V
O2
の
問
の
相
関
は
ほ
ぼ
完
壁
な
も
の
で
あ

っ
た
。
有
意
水
準
は
表
1
四

の
㈲
漣
輿
く)、
国
§
輿
.)に
見
ら
れ
る
通
り
そ
れ
ぞ
れ

○

・
○
○
○
○
と
○

・
○

○
〇
二
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
統
計
的
に
ホ
ー
ル
の
考
え
方
を
強
く
支
持
す
る

も
の
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
そ
れ
が
何
に
由
来
し
て
い
る
の
か
と
い
う
説
明

は
見
出
だ
し
得
な
い
の
だ
が
、
空
問
と
時
間
の
扱
い
方
が
こ
の
様
に
強
く
関
連

し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

次
に
V
22
を
通
し
て
姿
勢
と
プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
の
関
係
を
考
察
す
る
。

姿
勢
を
代
表
し
て
坐
り
方
に
つ
い
て
の
変
数
を
選
ん
だ
の
は
、
坐
る
と
い
う
行

為
の
中
で
も
し
ゃ
が
む
と
い
う
こ
と
と
椅
子
な
ど
何
か
の
上
に

(或
い
は
地
面

に
直
接
)
座
る
と
い
う
こ
と
の
間

に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
ら
し
い
か
ら
で
あ

る
。
日
本
文
化

に
代
表
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
文
化
の
メ
ン
バ
ー
に
と

っ
て
し
ゃ

が
む
こ
と
は
ご
く

一
般
的
日
常
動
作
で
あ
り
、
疲
れ
に
く
く
快
適
な
姿
勢
で
あ

る
。
例
え
ば
書
店
で
低
い
棚
の
本
を
捜
す
時
、
戸
外
で
幼
児
の
相
手
を
し
話
を

聞
い
て
や
る
時
、
畑

の
草
む
し
り
を
す
る
時
、
我

々
は
自
然
に
し
ゃ
が
む
姿
勢

を
取
る
。
し
か
し
他

の
文
化
の
メ
ン
バ
ー
は
必
ず
何
か
の
上
に
坐

っ
た
り
、
し

ゃ
が
ん
で
も
野
球
の
捕
手
の
様
に

つ
ま
先
立
ち
し
た
り
、
さ
も
な
け
れ
ば
跪
く

の
で
あ
る
。
彼
ら
に
と

っ
て
し
ゃ
が
み
込
む
の
は
苦
痛
で
あ

っ
た
り
長
時
間
そ

の
姿
勢
を
保

つ
の
は
殆
ん
で
不
可
能
で
さ
え
あ

っ
た
り
す
る
。
集
め
ら
れ
た
デ

ー
タ
に
よ
る
と
、
し
ゃ
が
む
姿
勢

は
広
く
非
接
触
文
化
に
見
出
だ
さ
れ
る

(十

中

八
社

会

)
。

こ

の

八
社

会

は

す

べ
て

ア
ジ

ア
に
冖属

す

る

も

の
だ

が

こ

の
坐

り

方

が

ア
ジ

ア
特
有

の
も

の
だ

と

即

座

に
決

め

つ
け

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

接

触

グ

ル

ー
プ

の
非

ア
ジ

ア
地

域

の

い
く

つ
か

に

こ

の
姿

勢

を

も

つ
文

化

が

見

ら

れ

る

か

ら

で

あ

る

。
統

計

的

に
見

て

坐

り

方

と

プ

ロ
ク

セ

ミ

ッ

ク
行

動

の
間

に
強

い
相

関

が

あ

る

と

は
言

え

な

い

(有

意

水
準

○

・

=

四

九

)

が

、

こ
れ

は

文

化

伝
播

の
影

響

が

あ

る

か

ら

で

は

な

い
か

。
今

日
椅

子

の
使

用

は

非

常

に

一
般

的

な
世

界
的

傾

向

で

あ

り

そ

の
他

の
坐

り
方

を

目

に

す

る
機

会

は

余

り

な

い
。

先

に

あ

げ

た
書

店

や
畑

の

シ
テ

ユ
エ

ー

シ

ョ
ン
の
様

に
、

椅

子

も

ベ

ン

チ
も

ソ

フ

ァ
も

な

い
時

人

々
は

ど
う

や

っ
て
坐

る

の

だ

ろ

う

か

。
石

な

ど

の

上

に
坐

る

の

か

地

べ
た

に
坐

る

の

か

そ

れ

と

も

し

ゃ
が

む

の

か
。

こ

れ

が
坐

る
姿

勢

に

つ

い

て

の
検

討

す

べ
き
問

題

で

は

な

い

だ

ろ
う

か
。

V

23
、

V

24
、

V

25

の

三
変

数

に

つ
い

て

は
前

述

の
如

く
数

量

的

処

理

の
難

し

い

イ

デ

オ

ロ
ジ

カ

ル
な
も

の

で

あ

る

た

め

ど

の
社

会

が

ど

こ

に
分

類

さ

れ

る

か

は

フ
ィ

ー

ル
ド

・
ワ

ー

カ

ー

の
記

述

を

信

頼

す

る

ほ
か

は

な

い
。
そ

れ

で
も

デ

ー

タ

の
中

に

は
曖

昧

な

も

の

が
あ

り

各

変

数

の
欠

落

項

目

(巨

ω
ω
凶晨

く
巴
o
ω
)

は
四

つ
ず

つ

と
、

そ

の
他

の
変

数

に
比

べ

て

や
や

目

立

っ
て

い

る
。

先

ず

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ
と

プ

ロ
ク

セ

ミ

ッ

ク
行

動

の
関

係

を

見

る
と

、

そ

こ

に
は

相

関

が

少

な

か

ら

ず

あ

る
様

な

印

象

を

受

け

る

。

リ

ー

ダ

シ

ッ
プ

志

向

の

社

会

の

多

く

(
八

十

ニ

パ

ー

セ

ン

ト
)

は
接

触

グ

ル

ー
プ

に

属

し

、
逆

に
殆

ん

ど

の
非

接

触

社

会

(
七

十

八

パ

ー

セ

ン

ト
)

は

リ

ー
ダ

ー

シ

ッ
プ

が
欠

け

て

い

る
、

と

分
類

さ

れ

た

。

リ

ー
ダ

ー

シ

ッ
.プ

と

プ

ロ
ク

セ

ミ

ッ

ク
行

動

の
相

関

の

有

意

水
準

は

○

・
〇

五

〇

六

で

あ

る

。

タ

ッ

チ
に
関

す

る
限

り

こ

れ

は

ク

ラ

ラ

・
メ
イ

ヨ
の
次

の
仮

説

を
証

明

し

て

い
る
。

彼

女

の
仮

説

と

は
、

目

上

の
人

や
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年

上

の
人

、

す

な

わ

ち

リ

ー
ダ

ー

シ

ッ
プ

を
取

り

が

ち

の
人

は

目

下

の

人

よ

り

も

よ

く

タ

ッ

チ
の

イ

ニ

シ

ァ

テ

ィ
ブ

を
取

り
、

目

下

の
人

は
目

上

の

人

よ

り

も

よ

く

タ

ッ
チ

さ

れ

る
側

に

ま

わ

る
傾

向

が

あ

る
、

と

い
う

も

の

で

あ

る

(
一
九

八

一
年

、

第

二
章

)
。

協

調

性

も

ま

た

プ

ロ

ク

セ

ミ

ッ

ク
行

動

と

の
問

に
相

関

関

係

を
持

つ

(
有

意

水

準

○

・
〇

一
八
五

)

と

い
う

結

果

が
出

て

い

る
。

し

か

し

こ

こ

で
注

意

す

べ

き
点

は
、

こ

れ

は

フ
ィ

ー

ル
ド

・
ワ

ー

カ

ー

の
印

象

に
基

く
も

の

だ

と

い
う

こ

と

で
あ

る
。

協

調

性

が
あ

る

か

な

い

か
そ

の
多

少

を

判

断

す

る
際

フ
ィ

ー

ル
ざ

・
ワ

ー

カ

ー

が
用

い

る
基

準

は

お

そ
ら

く

被

調

査

者

の
行

動

、

と
り

わ
け

プ

ロ

ク

セ
ミ

ッ
ク
行

動

で
あ

る

こ

と

が
少

な

か
ら

ず

あ

ろ

う

。

人

々
が

よ
り

近

接

し

て
立

ち
、

よ
り

直

接

的

に
面

と
向

い
、

よ

り

頻

繁

に

タ

ッ
チ

し
合

う

ほ
ど

、

観

察

者

の
目

に

は
彼

ら

の
協

調

性

は
高

い

と
映

る

こ
と

だ
ろ

う

。

そ

れ
ゆ

え

こ

れ

は

ト

ー

ト

ロ
ジ

ー

の
域

を

脱

し

得

な

い

か
も

知

れ
な

い
。

も

ち

ろ

ん
、

別

の
基

準

を

用

い

て
測

っ
て

み

て
実

際

彼

ら

の
協

調

性

が

高

い
場

合

も

あ

ろ

う

。

し

か

し
そ

の
判

断

は

こ
れ

を

一
つ

の
変

数

と
し

て
扱

う

に

は
難

し
過

ぎ

る

様

で

あ

る

。

心

理

的

性

向

(
V

25

)

も

ま

た

フ

ィ

ー

ル
ド

・
ワ

ー

ヵ

ー

に
行

動

と

そ

れ

自

身

を

混

同

さ

せ
る

可

能

性

を

持

っ
た
変

数

で
あ

る

。

し

か
し

そ

こ

に
有

意

な

相

関

は

見

ら

れ

ず

(
有

意

水

準

○

・
二
七

九

五

)
、

そ

れ

を

懸

念

す

る
必

要

は

な

い
。

結

弧直田

 

今
回
の
調
査
で
扱
わ
れ
た
二
十
五

の
変
数
が
便
宜
的
に
自
然
要
因
、
社
会
的

要
因
、
個
人
的
要
因
と
三
つ
に
分
類
さ
れ
た
が
、
そ
の
三
グ
ル
ー
プ
の
ど
れ
か

ら
も
プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
と
相
関
関
係
の
あ
る
変
数
が
い
く
つ
か
見
出
だ
さ

れ
た
。
つ
ま
り
、
あ
る
特
定
の
タ
イ
プ
の
要
因

の
み
が
プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動

に
影
響
し
て
い
る

(或

い
は
さ
れ
て
い
る
)
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
多
く
の
要

因
が
絡
み
合

っ
て
こ
の
行
動
と
影
響
を
及
ぼ
し
合

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従

っ

て
次
の
段
階
で
は
こ
れ
ら
変
数
間
の
相
互
の
連
関
と
独
立
性
を
検
討
し
プ

ロ
ク

セ
ミ
ッ
ク
行
動
と
の
関
係
を
捉
え
て
い
く
、
と
い
う
方
向
に
研
究
が
進
む
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
事
実
今
回
の
調
査
で
は
こ
の
変
数
の
独
立
性
と
い
う
こ
と
が

一
つ
の
ネ
ッ
ク
で
あ

っ
た
。
こ
の
問
題
に
加
え
て

「坐
る
姿
勢
」
の
と
こ
ろ
で

見
た
様
に
、
文
化
伝
播
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
問
題
も
解
決
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。
こ
う
い

っ
た
問
題
が
出
て
き
た
の
は

一

つ
に
は
調
査
の
分
野
が
未
開
拓
で
結
果
の
予
測
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
だ
が
、

プ
ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
ス
を
意
識
し
て
い
な
い
フ
ィ
ー
ル
ド

・
ワ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て

記
述
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
用
い
た
こ
と
に
も
そ
の
原
因
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
研
究

方
法
の
不
十
分
さ
も
ま
た
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
デ
ー
タ
を
集
め
る
に
あ
た
っ

て
は
直
接
的
な
観
察
を
中
心
に
行
な

っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド

・
ワ
ー
カ
ー
の
民
族
誌

に
主
に
頼

っ
た
訳
だ
が
、
特
に
個
人
的
要
因
な
ど
に
つ
い
て
は
実
験
や
調
査
質

問
紙
法
・な
ど
純
粋
な

フ
ィ
ー
ル
ド

・
ワ
ー
ク
以
外
の
方
法
も
有
効
な
も
の
と
な

り
得
た
だ
ろ
う
。
も

っ
と
も
そ
こ
に
は
多
大
な
時
間
と
労
力
の
消
費
が
伴
い
、

一
個
人
の
調
査
に
限
界
が
あ
る
の
も
事
実
で
は
あ
る
が
。

い
ず
れ
に
し
ろ
全
体
的
に
結
果
は
予
想
以
上
に
ク
リ
ア
ー
な
も
の
だ
っ
た
。

こ
こ
で
検
討
さ
れ
た
相
関
の
約
半
数
が
最
低
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
レ
ベ
ル
で
有
意

で
あ
り
、
そ
の
殆
ん
ど
は
五
パ
ー
セ
ン
ト

・
レ
ベ
ル
で
も
有
意
で
あ

り
た
。
こ
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の
こ
と
か
ら
言
え
る
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
要
因
と
相
関
関

係
が
あ
る
と
い
う
事
実
に
よ

っ
て
プ
ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
ス
の
研
究
者
の
提
唱
す
る

接
触
/
非
接
触
の
文
化
の
二
分
法

の
妥
当
性
が
高
ま

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
世
界

の
諸
民
族
を
単
純
に
二
分
す
る
と

い
う
こ
と
の
正
当
性
が
こ
の
こ
と
だ
け
で
完

全
に
認
め
ら
れ
た
と
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
人
間

の

行

動

を

「
接
触
」、
「非
接
触
」
と
二
極
化
し
て
考
え
る
理
論
に
利
用
で
き
る
点
が
あ
る

か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
は
で
き
た
と
思
う
。

今
回
の
調
査
で
は
個
人
の
研
究
者
の
印
象
に
頼

っ
て
い
た
多
く
の
仮
説
が
プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
ス
の
線
に
沿

っ
て
検
討
さ
れ
、
あ
る
も
の
は
実
証
さ
れ
、
あ
る

も
の
は
反
証
さ
れ
た
。
変
数
の
種
類
は
多
岐
に
渡
る
様

々
な
も
の
だ
が
、
そ
こ

に
は

一
定
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
先
ず
、

一
般
的
に
言

っ
て
人
間
の
認
識
の
仕

方
を
考
え
な
い
単
な
る
物
理
的
尺
度
の
み
に
基
く
変
数

(例
え
ば
V
O6
人
口
密

度
、
V
14

一
世
帯
あ
た
り
構
成
員
数
)
は
こ
の
二
分
法
に
と

っ
て
は
重
要
で
な

い
。
む
し
ろ
イ
デ
オ
ロ
ジ
カ
ル
な
ま
た
コ
ス
モ
ロ
ジ
カ
ル
な
要
因

(V
16
街
路

パ
タ
ー
ン
、
V
20
時
間
の
扱
い
方
、
V
23
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
)
に
プ
ロ
ク

セ
ミ
ッ
ク
行
動
の
本
質
を
解
く
鍵
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
坐
る
姿
勢

(
V

22
)、
住
宅
問
題

(V
15
)
、
街
路

パ
タ
ー
ン

(V
16
)、
中
央
集
権
制

(V
17
)

な
ど
の
様
に
概
念
的
、
実
際
的
に
空
間
と
関
連
の
あ
る
要
素
に
は
や
は
り
プ

ロ

ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
と
の
間
に
つ
な
が
り
が
見
ら
れ
た
。

民
族
構
成

(V
O8
)
、

言
語
構
成

(V
O9
)、
移
民

(V
11
)
の
諸
要
因
と

プ

ロ
ク
セ
ミ
ッ
ク
行
動
要

因
と
の
間
に
相
関
が
無
か
っ
た
の
は
社
会
の
同
質
性
、
多
様
性
と
こ
の
種
の
行

動
パ
タ
ー
ン
と
の
問
が
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
反
証
は

他
の
実
証
さ
れ
た
相
関
同
様
意
義

の
深
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
様
に
本
調
査
は
い
さ
さ
か
フ
ォ
ー
カ
ス
の
定
ま
ら
な
い
分
析

の
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
調
査
が

よ
り
精
密
で
よ
り
焦
点
の
は
っ
き
り
し
た
詳
細
な
研
究
の
可
能
性
を
示
し
た
と

い
う
点
で

一
つ
の
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ

・
ス
ト
ー
ン
に
な
る
だ
ろ
う
と
は
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
は
何
よ
り
も
先
ず
、
十
分
な
目

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

的
意
識
と
よ
く
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
計
画
を
持

っ
た
調
査
者
自
身
の
手
に
よ

る
観
察
、
記
述
そ
の
他
の
方
法
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。
さ
ら
に
デ
ー
タ
の
よ

り
深

い
分
析
を
可
能

に
し
、
研
究
結
果
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
に
は
サ
ン
プ

ル
数
の
増
加
が
や
は
り
欠
か
ぜ
な
い
。
そ
れ
ら
が
実
現
し
て
初
め
て
プ
ロ
ク
セ

ミ
ッ
ク
行
動
及
び
テ
リ
ト
リ
ア
リ
テ
ィ
の
実
態
と
本
質
を
解
明
す
る
道
が
広
が

り
、
人
間
行
動
の
理
解
が
深
ま

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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表 一1被 調 査 社 会(i)

(各 名称 はHRAF掲 載 に 従 った)

(Ol)ANAMESE

(02)CENTRALCHINA

(03)GREECE

(04)GUJARATT

(05)HAITI

(06)HAUSA

(07)HIGHLANDSCOTS

(OS)INDIA

(09)IRAN

(10)JAMAICA

(1DJORDAN

ωKERALA

(L3)KOREA

ﾟ4)LAPPS

⑯MANCHURIA

(16)NORTHCHINA

㈲OK:AYAMA

(18)PUERTORICO

(19)RURALIRISH

⑳SAUDIARABIA

(21)SYRIA

(22)TAIWANAOKKIEN

(23)TURKEY

(2のUKRAINE

飼VIETNAM

一82一

表 一2各 変 数 の 名 称

(VARIABLELABELS)

VOIAREA

VO2CONTACT

VO3TOPO

VO4MOIST

VO5TEMP

VO6PDENS

VO7PRATE

VO8RACE

VOgLING

viowAx

VllMOVE

V12RIOT

V13HHOLD

V14DWELL

V15HOUSE

V16STREET

V17CENTER

V18DESCENT

V19SUBACT

V20CHRON

V21TUNIT

V22SIT

V23LEAD

V24COOP

V25PSYCH

V26RESID

V27PRESEX

(i圭)



表 一3各 変 数 の 項 目の 名称

(VALUELABELS)

VO1表 一1に 同 じ

VO2(1)CONTACT(2)NONCONTACT

VO3(1)MOUNTAINOUS(2)OPENLAND/PLATEAU(3)VARIOUS

VO4(1)DRYSEASONPRESENT(2)HUMIDALLYEARROUND

VO5(1)SEVERE(2)MILD

VO6(1)HI(2)LO

VO7(1)HI(2)LO

VO8(1)HOMOGENEOUS(2)HETEROGENEOUS

VO9(1)HOMOGENEOUS(2)HETEROGENEOUS

V10(1)COMMON(2)RARE

V11(1)HI(2)LO

V12(1)HI(2)LO

V13(1)TWOGENERATION(2)EXTENDED

V14nocategorizedvalues

V15(1)ADEQUATE(2)INADEQUATE

V16(1)GRID(2)RADIATINGSTAR(3)MIXED

V17(1)HI(2)LO

V18(1)UNILINEAL(2)BILATERAL

V19(1)PASTORALORSIMPLER(2)MAINLYCULTIVATION

V20(1)POLYCHRONIC(2)MONOCHRONIC

V21(1)LONG(2)SHORT

V22(1)SITONHEELS(2)CROSSEDLEGSOROTHERS

V23(1)HI(2)LO

V24(1)COOPERATIVE(2)NONCOOPERATIVE

V25(1)EXTROVERT(2)INTROVERT

V25(1)EXTROVERT(2)INTROVERT

V26(1)UXORILOCAL(2)NONUXORILOCAL

V27(1)PERMISSIVE(2)SEVERE

一83一
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表一4ク ロスタ ビュ レーション及びカイニ乗検定

(1)VO3

VO2(1)(2)(3)CHISQUARE=4.59184

(1)824(degreesoffreedom2)

(2)254SIGNIFICANCF=0.1007

(2)VO4

VO2(1)(2)CHISQUARE=9.29305

(1)113(degreeoffreedom1)

(2)110SIGNIFICANCE=0.0023

(3)VO5

VO2(1)(2)CHISQUARE=1.71469

(1)131(degreeoffreedom1)

(2)74SIGNIFICANCE=0.1904

(4)VO6

VO2(1).(2)CHISQUARE=O

(1)104(degreeoffreedom1)

(2)83SIGNIFTCANCF=1.0000

(5)VO7

VO2(1)(2)CHISQUARE=1.67101

(1)113(degreeoffreedom1)

(2)56SIGNIFICANCE=0.1961

(6)VO8

VO2(1)(2)CHISQUARE=0.08168

(1)57(degreeoffreedom1)

(2)38SIGNIFICANCE=0.7750

(7)VOg

VO2(1)(2)CHISQUARE=0.02398

(1)121(degreeoffreedom1)

(2)92SIGNIFICANCE=0.8769

(s)vio

VO2(1)(2)CHISQUARE=1.18301

(1)68(degreeoffreedom1)

(2)83SIGNIFICANCE=0.2767

一84一
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(9)Vll

VO&(1)(2)CHISQUARE=O

(1)58(degreeoffreedom1)

(2)56SIGNIFICANCE=1:0000

�)v12

VO2(1)(2)CHISQUARE=1.43772

(1)94(degreeoffreedom1)

(2)47SIGNIFICANCE=0.2305

(1DV13

VO2(1)(2)CHISQUARE=7.15348

(1)112(degreeoffreedom1)

(2)28SIGNIFICANCE=0.0075

U2)V15

VO2(1)(2)CHISQUARE=12.54842

(1)111(degreeoffreedom1)

(2)ユ01SIGNIFICANCE=0。0004

p3)V16

VO2(1)(2)(3)CHISQUARE=7.93333

(1)372(degreeoffreedom2)

(2)603SIGNIFICANCE=0.0189

ωV17

VO2(1)(2)CHISQUARE=5.09103

(1)84(degreeoffreedom1)

(2),19SIGNIFICANCE=0.0241

⑮V18

VO2(1)(2)CHISQUARE=3.28059

(1)75(degreeoffreedom1)

(2)100SIGNIFICANCE=0.0701

(ts)vis

VO2(1)(21CHISQUARE=2.44183

(1)86(degreeoffreedom1)

(2)2.一9SIGNIFICANCE=0.1181
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�71vzo

VO2(1)(2)CHISQUARE=17.18225

(1)110(degreeoffreedom1)

(2)010SIGNIFICANCE=0.0000

(1匐V21

VO2(1)(2)CHISQUARE=13 .66767

(1)120(degreeoffreedom1)

(2)18SIGNIFICANCE=0.0002

(19)V22

VO2(1)(2)CHISQUARE=2.48580

(1)47(degreeoffreedom1)

{2}82SIGNIFICANCE累0.1149

⑳V23

VO2(1)(2)CHISQUARE=3 .82216

(1)93(degreeoffreedom1)

(2)27SIGNIFICANCE=0.0506

(21)V24

VO2(1)(2)CHISQUARE=5:54572

(1)210(degreeoffreedom1)

(2)72SIGNIFICANCE=0.0185

囲V25

VO2(1)(2)CHISQUARE=1.16932

(1)92(degreeoffreedom1)

(2)55SIGNIFICANCE=0.2795

閼V26

VO2(1)(2)CHISQUARE=0.35916

(1)210(degreeoffreedom1)

(2)47SIGNIFICANCE=0.5490

⑳V27

VO2(1)(2)CHISQUARE=4.15604

(1)75(degreeoffreedom1)

(2)110SIGNIFICANCE=0.0415
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付 録VO1か らV27ま で の 全 デ ー タ

(変 数 を5個 ず つ 分 け て あ る)

AnameseO12311222111119901121222199112

GentralChinaO22321112211220581121122121222

GreeceO31111122121210382212111212122

GujaraeiO41311119129110572111219212111

HaitiO51111111122110522112299121121

HausaO6121111211221349992291222121

HighlandScotsO72222112122210361121121922121

1ndiaO81311112222110602211111212122

1ranO91311221111110462.229111911122

Jamaica101111111122120572212291122221

Jordan111311112111110612391111912122

Kerala121121119112110599311111299911

Korea132222122112220531121222111122

Lapps141121221121110412921111212191

Manchuria152121212211229901321299121212

NorthChina162222112112120561321222121222

0kayama172321121112220391121222121222

PuertoRico181121112922110592212211912221

RuralIrish192222221122220431991222299922

SaudiArabia201211211112210911221111112129

Syria211111212111999902129111212999

TaiwanHokkien222121111112220572311222112112

Turkey231112112122220532211211199922

Ukraine242221122121199901929229221222

Vietnam252321122111129901121222121112

*.VO1は2つ の 桁,V14は3つ の 桁,そ の 他 は す べ て1桁 の 数 字 で あ る 。

*9は 欠 落 項 目(missingvalue)を 表 わ す 。(但 しV14の 欠 落 項 目 は99 .0で あ る 。)
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